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《第 1 部》 
事例発表①「⾼齢者とペットの居場所事例調
査」 NPO 法⼈⽼いの⼯学研究所 理事⻑・ 
川⼝ 雅裕⽒  
 
○中尾 シニア向け分譲マンション「中楽坊」の
事例につきまして、川⼝様、どうぞよろしくお願
いいたします。 
 
【スライド 01】 
○川⼝ ＮＰＯの⾼齢者研究をやってます川⼝
と申します。どうぞよろしくお願いします。 
 私からは、「中楽坊」という⾼齢者住宅の事例
について、10 分ほどということですので、御説明
を申し上げたいと思います。 
 
【スライド 02】 
 「中楽坊」というのは分譲型の住宅でございま
す。ですので、分譲型ですので所有者は管理会社
とかの分譲側ではなくて⼊居者の⽅々でありま
して、ここの運営ルールというものは所有者であ
る⼊居者の皆さんが管理組合の合意を通して作
成し、変更するという、こういうことが可能であ
りますので、その辺りが、いわゆる運営側の決め
たルールにのっとって⽣活するということとは
ちょっと違うということが前提にあると思いま
す。 
 それと、この「中楽坊」という分譲マンション
は 2016 年から分譲されているんですけれども、
もともとは今⽇のテーマのようなペットとの共
⽣というものが事業コンセプトにあったわけで
はないということでございまして、今⽇はたまた
ま、そのペットとの共⽣がうまくいっているのは
なぜかという、そういうことでお話を申し上げた

いというふうに思います。要するに、ペットとの
共⽣がうまくいっているのはたまたまだという
ことなんですけれども、そのたまたまがなぜかと
いうことを私なりに考えましたので、そのお話を
したいと思っております。 
 「中楽坊」というのは、御存じない⽅も多いか
もしれませんが、「中楽坊」という名前がついた
マンションは、今、東⻄、東京と関⻄で合わせて
８物件、963 ⼾ということで、⼤体１物件当たり
120 ⼾ぐらいのマンションでございます。 
 今回調べましたのですが、⼤体御⼊居者は、⼊
居時は⼤体平均年齢は 70 歳の中盤ぐらいで、御
夫婦が半分、単⾝⾼齢者が半分という、そんな感
じだそうでございます。 
 もちろん最初の物件は 2016 年からでございま
すので、８年、今で、ちょっとたっておりますの
で、御夫婦というのはちょっとずつ減ってきまし
て、男性が死にますので⼥性の単⾝⾼齢者が増え
てくるということでございまして、⼀番最初の物
件は、今、単⾝⾼齢者のほうが６割を超えている
ということで、平均年齢が 82 歳ぐらいになって
いる。当たり前なんですけども、そんな状況にな
っていますということです。 
 したがいまして、お聞きしましたらペットの飼
育は今、963 ⼾のうち 105 ⼾で、物件によって偏
りはあるんですけども、⼀番少ないのは５％で⼀
番多いのが 15％ということでございました。 
 15％ってどこですかというふうにお聞きした
んですが、⼋王⼦にあります「⼋王⼦中楽坊」と
いうところでございまして、ここは聞きますと、
最上階というか屋上にドッグランとかが造られ
ているそうでございまして、そういう意味では、
別にうたい⽂句にはしてないんでしょうけども、
飼いやすい環境ということを、ハード⾯でも意識
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をされたのかなというふうに思います。 
 
 
【スライド 03】 
 当たり前なんですけども、分譲型ですので、運
営側が禁⽌とかいうことじゃなく、⼊居者の意思
でございますので、ペット飼育可というのは当然
っちゃ⾄極当然、今、ファミリーマンションでも
まあ普通だと思いますけども。⼤きさの制限とか
はありますが、今最近では２匹までオーケーとい
う感じの規約になっているということでござい
ます。 
 これは、管理規約に基づいてマンションという
のは⽣活をしないといけないわけですけども、い
ろいろありますと、こういう場合はこうしようね
というふうな規約が増えたりとかしてくるのが
常でございますが、ペットに関する規約が今まで
追加されたり変更されたり強化されたりという
ことは今まで１回もないということだそうで、ペ
ットに関するトラブルが⼀切なかったので、管理
規約の変更なんかはほぼ考えられたこともない
ということです。およそその飼い⽅とかいうこと
についてクレームを受けたことは１回もないと
いうことでございまして、これがなかなか、何で
だろうというふうに思ったわけです。 
 そのときに私が思いましたのは、「中楽坊」と
いうのは、実は⾼齢者住宅って、いろんな絵が浮
かぶかもしれませんが、最⼤のコンセプトはこう
いうことなんですね、まあ取りあえずここに⼊っ
たら健康寿命が延びるという、そういうマンショ
ンをつくろうという、そういうことなんだそうで
す。健康寿命が延びるのは、どうやったら延びる
かというと、これは⼈によるし、いろんな説があ
るわけなんで分かりませんけども、この「中楽坊」
の基本的な考え⽅というものは、⾃⽴する、主体
性を持って⾃⽴をして暮らすということをいか
に続けられるかということが健康を⻑持ちさせ
る最⼤の秘訣だと。そのために重要なことは共同
体づくりなんだという考え⽅なんです。 

 つまり、⾏ってみられるとすぐ分かるんですが、
いわゆる職員、スタッフの⽅が、これが⼤体常時
２⼈とか３⼈ぐらいしかいないんです。⼤体介護
施設とかに⾏きますと結構多いわけなんですね。
これは⼈数を義務づけられてますから結構多い
んですけれども、⼤体２⼈、３⼈しかいないわけ
です。 
 基本的に⼊居者に対しては⾃分でやってくだ
さいという、そういうスタンスが貫かれています。
だから例えばある物件では、私、⾒たんですけど、
吹き⽮サークルいうのがありまして、吹き⽮とい
うのはスポーツ吹き⽮と⾔うらしいですけど、⼤
体 10メートルぐらいの距離に、ふっと、この吹
き⽮というのを的に当てるというサークルがあ
りまして、20 ⼈ぐらい参加してはるんですけど
も。これ、レストランというのがございまして、
そこで 10メートルの、結構、三、四⼈が並んで
吹きはるんで、結構な距離を、できるようなスペ
ースつくらなあかんのですけども、レストランで
そのスペースつくるために、テーブルとか椅⼦と
か、そういうもの全部どけて吹き⽮の的をセッテ
ィングしたりするわけです。それ全部、⼊居者が
⾃分でやってはるんですね。スタッフの⼈は⾒て
るだけ。冷たいように聞こえるかもしれませんが、
そういう住宅なんです。 
 だから、あれしてこれしてじゃなく、全部⾃分
でやってくださいと。それがこのマンションのコ
ンセプトであり、⼈としての尊厳であり、そして
健康が⻑持ちする最⼤のいい暮らし⽅なんだと
いう、こういうコンセプトなわけですね。 
 だから介護サービスを直接提供することはな
くて、必要なだけ、外部の事業者と提携、御⾃分
で依頼をしてやってくださいと。ペットに関して
もいろんな御質問や要望があれば専⾨の外部の
⽅に取り次ぐと、全てのことを取り次ぐと。情報
提供をする、これに徹するわけです。 
 そうやって主体的な⽣活を継続していただく
とともに、様々な⽅がいらっしゃるので、様々な
得意分野や好きなことや趣味や、いろんなことを
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お持ちなので、そこをきちっと知って、その⼈た
ちをつなげてサークルなんかを発⽣させていく
という、こういう機能をスタッフは担っているわ
けです。だから２年ほど前にできた⼤阪の千⾥丘
にあります「中楽坊」なんかでは、11個か 12個、
⼊居者がつくったサークルが存在しているとい
うことなんですね。 
 だから共同体をつくる、質の⾼いコミュニティ
ーをつくるという、これを最⼤のコンセプトにし
た住宅でございます。 
 今もそこに書いてましたけれども、いわゆる⾼
齢者向けサービスというと、かゆいところに⼿が
届く、⼿厚いコンシェルジュサービスがあります
と。安⼼です、安全ですという、こういうことな
んですけれども、もう真逆でございまして、いた
しませんという、そんな感じに近いんです。 
 だからレストランも、基本的にセルフサービス
でございます。もちろん要介護の⽅もいらっしゃ
るので、そういう⽅がいらっしゃったら下膳、配
膳はするんだけども、私も⾏ったら⾒ますけども、
そういう⽅が下膳ができないので、ほかの⽅が⼿
伝って、やっとくわいうてやってはるという、そ
ういう、いわゆる共助というか互助というか、そ
れがたくさん⽣まれるようにということを徹底
している、特殊なある意味、マンションです。 
 なので、私、こういう仕事しておりますと、様々
なサ⾼住さんや⽼⼈ホームさんや、いろいろ⾏く
んですけども、⼤体⾒学に⾏きたいってお連れし
ても、皆さんが、１階に⼊ったら雰囲気が違うと
いうふうにおっしゃいます。⾮常に活気があると。
挨拶や⽴ち話、⼤浴場での会話というものが物す
ごく⻑くなって、あまり湯あたりするからやめと
きやという張り紙してあるぐらい盛り上がると
いうことなんです。そういう共同体づくりに成功
している分譲型の⾼齢者住宅だと、こんなふうに
理解していただければ結構かと思います。 
 私が今回考えましたのは、ペットに関するいわ
ゆるもめ事、トラブルというものがこれだけの期
間たって、どの物件でも１件もないのはなぜかと

いうことでございます。 
 もちろん、うるさい⼈もいらっしゃるんですよ。
ほかのことで結構うるさい⼈はいらっしゃるん
ですけども、ペットに対しては全くないわけでご
ざいます。私は、ここの「中楽坊」というものの
考え⽅が結果として功を奏したんでないかとい
うふうに思っています。 
 このコミュニティーを⼊居者の皆さんは⾮常
に⼤切にしているということが、これはデメリッ
トの部分も聞けば分かりますし、インタビューし
ても分かります。なので、ペットを飼ってらっし
ゃる⼈が１割ぐらいいるんですけども、結局その
⼈たちが、このコミュニティーが⼤切だから、⼤
切にしている仲間や友達に迷惑かからんように
飼おうというふうな⾃主的な気持ちが多分湧い
てくるんだと思うんですね。 
 だから何かあったとしても、その⼈たち、よく
ない飼い⽅をしているとか、何かあったとしても、
仲間だから許そうという、そういう寛容な気持ち
が働くんではないか。⼀番重要なことは、このマ
ンションの中にあるこのコミュニティーであり
⼈間関係であり、良好な質の⾼い雰囲気、コミュ
ニティーも⼤切だから、ペットの１個１個のこと
なんて、まあ話合って解決しようよと、⾒て⾒ぬ
ふりしようよ、まあお互い様、いろいろあるよね
という、こういう感じが多分皆さんの⼼に湧いて
くるんじゃないかというふうに思っています。 
 逆に、⼿厚いサービス、お⾦払ってるから何で
もしてくれみたいなことになって、そこのコミュ
ニティーに質があまりよくない、誰が誰かよう分
からんし、挨拶もせえへんし、まあ何か楽しない
と。あまり話ししてないから、ようお互いに深い
相互理解がないというようなことだと、ペットの
１個１個のことに対して恐らく⽂句になるし、も
め事になるしということが発⽣するんだろうと
思うんですね。 
 「中楽坊」は、結果的にペットとの共⽣という
ものがうまくいっている。それはなぜかというと、
ペットと⼈間ということの前に、⼈間同⼠の関係、
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そこに住まっている⼈の共同体という意識、質の
⾼い雰囲気、それがあるからこそ、⼈とペットが
上⼿に共⽣していけるんじゃないかということ
を⽰しているように思います。 
 だからルールがあるから、こういう設備がある
からとか、それももちろん⼤切なことかもしれま
せん。けれども、それとは違う観点を申し上げれ
ば、そこに住んでいる⼈たち、⼀緒に暮らしてい
る⼈たちの関係がいいから、いいコミュニティー
が形成されているからペットに関しても寛容で
いられるし、それぞれが事情も理解した上で、い
ろんな事情を許してあげられるという、そういう
ようなことになるんじゃないかというふうに思
っています。 
 だから今⽇のテーマの健康のお話もよく分か
るんですけども、違う観点で⾏けば、今、要は地
域社会が、コミュニティーが崩れていって、共同
体がどんどん薄くなっているという、そのこと⾃
体がペットとの共⽣を阻んでいる可能性がある
んじゃないか。居場所の問題で⾔えば、そこに住
んでいる⼈たちの⼈間関係や雰囲気というもの
をよくしていくこと。これが結果的にペットとの
共⽣をうまく実現していくための有効な視点に
なるんじゃないかというふうに「中楽坊」を⾒て、
それを感じるところです。 
 私も不動産のことよく分かりませんので、今⽇
は「中楽坊」のスタッフの⽅が何⼈か来てはるよ
うですので、川⼝さん、こんなこと⾔ってました
けど、本当ですかということも含めて、後ろに何
⼈かいますので、ぜひお聞きになっていただけれ
ばなというふうに思っています。 
 
【スライド 04】 
 では、私からは以上でございます。ありがとう
ございました。 
 
○司会 川⼝様、ありがとうございました。 
 どうしても私どもペットのほうからの視点で
考えてしまう部分が多いと思います。やはりこの

ように広い視点でお話を聞かせていただくの、⼤
変勉強になったと思います。 
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【スライド 04】 


